
 
 
 
 
 
 
 
育苗 

苗床予定地は播種の半月ほど前に、セルカ 120g/㎡、堆肥 3kg/㎡、果菜ゴールデン有機 60g/㎡、

マルチサポート 1号 40g/㎡を施し荒起こししておきます。 

播種時期は秋のお彼岸（秋分の日）を目安にして、早生品種はこれより早めます。苗床に 5～6cm

間隔にまき溝をつけて種を条まきします。じゅうぶんに水をやり、寒冷紗をかけたときは、発芽し

たら取り除きます。子葉が伸びきったころ、混みすぎたところを間引いて株間をそろえてやり、本

葉 2枚のころ株間を 2cm にしておきます。 

定植前の準備 

 タマネギの定植適期は 11 月中下旬です。定植の 2週間前をめどにセルカ 120g/㎡と堆肥 3kg/㎡を

施し耕してください。基肥として、果菜ゴールデン有機 80～100g/㎡とマルチサポート 1 号 40g/㎡

もしくは、たまねぎとねぎの達人 1.25kg/苗 100 本を施肥します。 

畝の高さは 20 ㎝が望ましいですが、水はけの悪い圃場では畝の高さを 25～30 ㎝にします。 

定植作業 

 植え付ける苗は、基部が少し膨らみ、根が白くよく伸び、葉は垂直に立っているものが好ましい

です。タマネギの苗は一定以上の大きさになって低温（10℃以下）に遭うと花芽分化し、春にとう

立ちするようになります。とう立ちすると球は太くなりません。このため、鉛筆の太さより細い苗

を定植するよう心がけましょう。 

植え付けの間隔は、株間 12 ㎝、条間 25 ㎝が望ましいです。15 ㎝×15 ㎝に穴があいているマルチ

を利用するのも便利です。定植の深さは 2.5 ㎝を目安にしてください。葉が分かれている部分より

深く植えないようにします。 

 露地でマルチ被覆をせずに栽培する場合、雑草の発生が生育に大きな影響を与えます。定植後、

雑草発生前にゴーゴーサン細粒剤 F5～6 ㎏/10a を土壌が適度に湿っている時に散布しましょう。 

追肥 

 追肥は 1 月中に 1 回目、3 月中に 2 回目を行います。条間に三角ホーなどで溝をきり、JA 園芸化

成 S500 を 1 回あたり 20g/㎡施肥しましょう。2回目の追肥の時に土寄せをしてください。なお、一

発肥料を施肥した場合基本的に追肥は必要ありません。 

収穫 

 6 月初旬から中旬頃、地上の葉が自然に倒れ、全体の 8割程度の株が倒れたら収穫の適期です。晴

天が続いた日に収穫してください。雨後の土が濡れているときに収穫すると傷みやすくなります。

収穫後2，3日程度は天日干しし、その後は軒先など風通しのよい日陰でつり下げて保管しましょう。 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        ＪＡ兵庫みらい 

 営農経済部 あぐり創生課 

ＴＥＬ ０７９０－４７－１２８２ 

ＦＡＸ ０７９０－４７－１６７４ 

２０２６．９月号  

園 芸 

9・１０月頃から、様々な野菜や黒大豆などにハスモンヨトウが発生し始めます。一度発生すると一気に増えていき、   

あっという間に葉を食害してしまいます。ハスモンヨトウが発生した際は、早急に防除する必要があります。栽培している

品目によって使用する農薬が変わりますので、お気軽に最寄りの営農生活センターへ相談してください。 

【タマネギを種から育てよう】 

問 い 合 わ せ 先 

加西営農生活センター 
 

TEL0790-47-1286 

三木営農生活センター 
 

TEL0794-82-6150 

小野営農生活センター 
 

TEL0794-63-6905 

【稲の刈り取りと乾燥・調製について】 水 稲 

【ハスモンヨトウに注意しましょう！】 

9 月 早生品種の収穫時期になりました！！ 

適期収穫と適正乾燥を心掛け、丁寧な仕上げ・調製作業をおこなってください。また、農作業

の効率を上げ、事故を防ぐためにも事前に機械の点検・整備をおこない、適度に休憩をとりなが

ら無理のない作業を心掛けましょう。 

刈り取り適期の判断 

見た目の判断基準：うるち米で８５～９０％が黄化したときが刈り取りの目安です。（コノホシは

８０～８５％です。）、山田錦で全株の稔実モミの９０％。 

刈り取り時期について：キヌヒカリ・コノホシでは出穂後３５～４０日後、ヒノヒカリ・山田錦で

は４０～４５日後が目安です。 

注 意 点：早刈り（未熟米、屑米が増えます）、遅刈り（茶米が多くなるだけでなく、胴割れ、

穂発芽の発生などにより品質が低下します）は避けてください。早朝からの無理な早刈りはムレ米

の原因になりますので、収穫は朝露が落ちてからおこなってください。 

異物混入に注意！収穫前に確認してください！！ 

□石、ガラス片、草種（クサネムなど）、異物の混入は食品としてのお米の価値や信頼を失いま

すので、絶対に避けてください。 

□異なる品種を刈り取る場合、コンバイン・乾燥機などは十分に清掃をしてから使用しましょう。 

□雑草が生えている場合は、除草してから刈り取ってください。 

乾燥・調製 

□共同乾燥施設をご利用の方は、収穫後、速やかに搬入してください。 

□刈り取り後のモミはできるだけ早く（収穫後４時間以内）送風乾燥を始めてください。 

 特に早生の収穫時期は外気温が高いので、ムレ米に注意してください。 

□仕上げ水分は１４．５％～１５．０％を厳守してください。 

□高温乾燥による胴割れ米の発生に注意してください。（過乾燥は胴割れをおこします） 

□籾すりは、籾の温度が常温近くまで下がってからおこなってください。 

□調製の際、流量が多すぎても少なすぎても未熟米や屑米の選別が悪くなるので、適正流量でおこ

なってください。 

□袋は規定のものを使用し、量目は紙袋重量込みの３０．５ｋｇです。 


